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【ひとことＰＲ】 

地域社会貢献活動の一環として、従業員による会社周辺の清掃活動を実施しています。 

 

【団体の紹介】 

（団 体 名）電気興業株式会社 鹿沼工場 

（代表者名）天川 英二 

（活動地域）電気興業株式会社 鹿沼工場周辺（鹿沼市さつき町） 

（活動内容）会社周辺のゴミ拾いを実施 

（活動対象）道路 

（活動頻度）年１回以上 

（活動人数）55 名 

（一般参加）不可 

（問合せ等）URL： https://denkikogyo.co.jp/ 
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【活動報告】 
 （活動日時）  令和８年６月５日（水）                 
（活動人数）  ５４名  
（拾った量） 空き缶、ペットボトル、 

たばこの吸い殻、プラスチック類等  
        合計 約２８㎏（写真参照）              

（活動詳細） 社会貢献活動の一環として、 
環境の日である 6 月 5 日に 
電気興業株式会社鹿沼工場周辺の道路、 
歩道および鹿沼工業団地内にある児子沼公園の清掃活動を行いました。 

(活動の様子) 
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(参加者の声など) 
・前回に引き続き、公園の清掃を行いましたが、缶やペットボトルのゴミが多く、回収するの

に大変苦労しました。（ゴミ箱を設置するなど、自治体で何か対策を取らないとダメなのか
もしれません）ゴミ回収後は、公園内が綺麗になり、達成感と同時に今後も継続して清掃を
行っていきたいと感じました。 

・道路沿いの清掃活動を実施し、ごみの多さに驚きました。人や自転車が通るような場所では
ないので、ほぼ車からのポイ捨てだと思います。この活動を続けることにより、道路にごみ
を捨てる人の行動を変えられると良いと思います。 

・非常に有意義な社会貢献活動であり、来年もぜひ参加したいと思います。 また、昨年より
回収したごみの量が増加しており、さつきロードの無料化に伴う交通量の増加が一因ではな
いかと感じました。 

・たばこの吸い殻が多く道に捨てられていた。そのようなごみは自分で持って帰ったり、所定
の場所に捨てたりしていただきたいと感じました。 

・清掃活動を行うことで、「ゴミのポイ捨てをしないよう気を付けよう」と思えるので参加で
きてよかったと思います。また、家族など身近な人にも「絶対にポイ捨てしないよう」伝え
たいと思います!! 

 ・普段通り慣れている道に多くのごみがあったことに驚きました。話題になっているマイクロ
プラスチックごみや、海洋ごみもこういった活動で減るといいなと環境美化への意識も高ま
りました。同僚と一緒にきれいにすることが出来、活動に参加できてよかったです。 

 



【活動報告】 
 （活動日時）  令和７年 12 月３日（水）                 
（活動人数）  ５０名  
（拾った量） 空き缶、ペットボトル、 

たばこの吸い殻、プラスチック類等 
合計 約 7 ㎏（写真参照） 

（活動詳細） 社会貢献活動の一環として、 
電気興業株式会社鹿沼工場周辺の道路、 
歩道および鹿沼工業団地内にある児子沼公園の清掃活動を行いました。 

(活動の様子) 

   

 
（参加者の声） 

・タバコの吸い殻が目立ち、火災の原因となり得るので危険であると感じました。 
   マナーも守れない事が悲しいです。 

・ゴミ拾いというなんでもないような事ですが、塵も積もれば山となる。という精神で 
和気あいあいと活動できたことは、よかったと思います。 

   ・清掃活動を定期的に行っていても、いつの間にかゴミが発生してしまうため、継続的な 
活動が必要だと改めて感じました。 

･ ペットボトルや空き缶が割と多く捨てられているのを見て悲しくなりました。 
この活動で少しでもマイクロプラスチックが減らせればと思います。 

   ・工場周りと比較して公園内のゴミが多く環境意識の低さを感じました。 
定期的に清掃はされていると思いますが、こういった状況でしたので、ゴミのポイ捨てを 
させないように何か対策を講じる必要性を感じました。 

 

ぶんべつくん 



【活動報告】 
 （活動日時）  令和７年６月 12 日（木） 
（活動人数）  ６０名  
（拾った量） 空き缶、ペットボトル、たばこの吸い殻、 

プラスチック類等 約５㎏（写真参照） 
（活動詳細） 環境月間にあわせて、社会貢献活動の一環として、 

電気興業株式会社鹿沼工場周辺の道路、歩道の清掃活動を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参加者の声） 
・今回の清掃活動を通じてなぜごみの投棄や廃棄がなくならないのかと感じた。 

自分の家の中であればごみをむやみに捨てることはしないと思う。 

公共の場所においても自宅と同じ思いで汚さないとの意識が必要であると思う。 
 

・今回清掃活動を行い、普段ごみが落ちているなと気づくことがない場所にも探してみると 

ゴミが落ちているなと感じた。内陸でも風や川の力によって人間が出したごみは、海に流れ

生き物に影響を与える可能性があることを意識し、ポイ捨てをしないことはもちろん、人に

ポイ捨てをさせない、ごみ拾いなどのボランティアの参加など、自分が出来ることを積極的

にしていきたいと思いました。 
 

・前回の清掃活動からわずか半年ほどしか経っていないのに、これだけ多くのゴミが落ちてい

ることに驚きました。今後も継続して参加したいと思います。 
 

・ゴミ拾い活動は単なる清掃活動ではなく、社会貢献の一環として捉えることで環境問題への

関心を高める良い機会となった。今後も積極的に社会貢献活動に参加していきたい。 






